
気 塊 の 変 動 と 結 核 諸 症 候

(増山氏空間n法 による)

み

国 立 愛 知 療 養 所(所 長 久 野 馨)

名古屋大学内科第一講座(主 任 日比野 進)

瀬 尾 克 己

(昭和26年7月16日 受付)

一気象状態の変化が生体に種々影響を与えることは古 く

より経饗的に人の知るところであわ艶またこの問題に関

する報告も枚挙に暇がないのであるが,各 気象要素の一

部と生体現象との聞の関係を論 じたものは常に満足すべ

き結論に達していない状態である¢daR面der,W・R

Peter8enが でるに及びこれら各気象要素 の綜合 体であ

る気塊に注意されるようにな 軌 従つて前線に注目され

これが取り上げられるようになつた◎例えばT・Kei$鍵

の喀血に関する研究W・RP¢t鍵se・ ≧やW・ 、Vegenerの

患者の自覚症についての研究また本邦においても正木 。

二川,星 野の喀血に関する研究,藤 田の肺炎死亡率,日 比

野の急性肺炎発生状況の観察,増 山の尿量ジ尿比重,一 ・

般患者における体温に関する研究,最 近の小川の結核症

における精細な研究等がある。またこの問題は結捜にお

いてはS曲ubの 問題と密接な関係にある○私は小川が

一指 して自覚症状として取 り扱つたP・澱蝕g。芸の{`Sy一

搬pt◎斑sd職etot◎xe澱ia,,と 嘱Sy蹴 加漁$d撫et()

reflexcau8β の諸症候をさらに分析して発熱 ・肱搏 ・胸

痛・頭痛 ・咳鰍 ・盗汗 ・風邪感,之 に加 うるにP(蹴 磯一

9碑 の``Symptom8面 就oth¢ 加be罵 鷺bS三$P既e$S夢,

に分類された肺出血(喀 血及び血屡)喀 療を取 り上げこ

れ等と前線との関係を明らかにしようと試みた◎

さらにまた私の如く同一一材料により長期闘にわたり系

統的な観察のされている業績に乏 しいのでその結栗をこ

こに報告しようと思 う◎

調 査 方 法

私は昭和19年,20年 及び2ユ年の3ケ 年に愛知県知多瀞

大府町国立愛知療養所に入所せる患者の内療養環境の変

化による影響を考慮 して入所後6ケ 月間を経過した患者

において爾後半年以上当所において安静療養せる男子患

者の内385名 について以上の諸症状を調査 した◎しかし

てこれらの諸症状の発生,増 悪時の採択には諸症状が新

に発生した第1日,あ るいは従来認めていた諸症状が増

悪した第1日 をもつて諸症候の誘発,増 悪の日となして

取り上げた。なお女子患者は月経その他の生理的要囚の

複雑さをのぞくため除外 した¢また各症候については各

種の虚脱療法後,薬 剤注射後等症候の変動に明らかに原

因の認められるとき,ま た肋膜炎急性期,結 懐性脳膜炎

肺瘍終末期等のごとき場合は除外 した導本調査の統計的

処理は増山氏の震間 難 法により行い,調 査に必要なる

各気象資料は総て名古屋気 象台発行の天気図によつた◎

調査位置の愛知県知多郡大府町国立愛知療養所 を大体東

経137度,北 緯35度 となし本所を中心に東西南北1800

kmま でを空間 滋法における調査範囲となした登

増山氏空問 灘法は低気圧中心 に対する被験量 の分布

を調ぶれば前線に対する場合と筒じ結果に達す ることを

目的としたものである◎ そして室間U法 においては,

まず被験地を中心に東西南北に経緯を2度 隔きに線を引

き東西南北1800k鐵 にわたる地点において,被 験地にお

ける事件発生数をその時の低気圧申心の存在区闘に書き

込み,各 区調毎に平均する。つぎに一方全発生数より一

日平均発生敷を求め,こ の平均値 と各区翻の平均値の差

を求める。これを180◎ 回転 したもの(例 えは図∬,W

V,～ 顎,X,XILXW,X、LX租,器,XX皿 が それで

ある)に よつて,変 化の相を掴むを目的となし,各 分野

に理われる正及び負の符号の出現頻度の偶然性を検する

のである拳

(増山氏室問1圭法に関する説明の詳細は紙面の都合上省
な

略する。増山氏の原著によられたい◎)

調 査 成 績

1)体 温 上 昇

午緩2時 安静時間の終了する前の体温を材料となし体

温上昇0.4度 以上の上昇を示した場合を取り上げた◎体

温計測の条件は当療養所の規定に従い5分 計体温計15分

測定をもつてしている窃伊藤,大 西に従えば偶然的な条

件による体温示度の差は当療養所の方式の計測によるが

ごとき場合には概ね α4度 以下 に含まれる と考 えられ

る。

以上のごとき条件で増山氏窓閥 難法により第∬図を作

る◎これにより変化の相を掴 むことを 目的 とし各分野

(第1図)に おける正負の符号の出現状態をとりあげ調査

す るに前線題過後分野においては正符号10綱 夢負符号18

個 でこの分野の確率P-0・04と な りP〈0・05で 統計上

有意義と考えられる心前繊通過時及び通過後分野におい

てはP>α05と な り統計上有意義とならなかつた(こ項

分布則により前線通過前ひ通過時,通 過後の各分野にお
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け るN偲 の正あるいは負の符号のM個 現われる確率Pを

求めP〈O.05で あればその田現が偶然で ないと した。

以下各項之に準ず)。.

す なわち,前 線通過前及び通過時に比して通過後直ち

に体温上昇者が減少することを知つた。増出氏室間n法
へ

による前線との関係の調査は低気圧中心に対する調査を

基礎とするものであつて,従 つて高気圧中心に対 し同様

の方法により調査を行い気圧自体の関係か否かを調査す

るに,有 意養な分野はなかつた(第 皿図)。

すなわち,前 線の通過後に体温上昇者が減少する結果

となつた◎

2)肱 搏 増 加 ノ

豚搏は安静時聞終了直前の午後2時 にその 数 を計 測

し,そ の時の肱搏数が従来 より10以上増加 した場合を肱

搏増加となした◎吉田によれば正常安静時における肱搏

の日差は概ねこの中に含まれ ると考えられる。以上のご

とき条件により肱搏について第W図 を作 り検討 した。

すなわち,前 線通過前分野においては正符号19個,負

符号9佃 でこの部における確率P=O・02さ らに通過時分

野においては正符号18個,負 符号6個 でこの分野におけ

る確率P=0・008で これら両分野においては統計上有意

義な結果となり,通 過後分野においてはP>0・05と な

つた。高競 中心に対 して同様調i査を行 うも有意義な結

果は認められなかつた(第V図)。

すなわち,肱 搏においては前線の通過前及び通過時に

肱搏増加を来す者が多い結果となつた。しか してこれを

時間的に見ると測定地点より3区 劃外方すなわち約600

km外 方 より左符号の出現が多 くなつている。日本近鰺の

前線は毎時40kn}前 後で移動するものと考えられるので

これよeりして前線が測定地点を通過前15時 間 より通過 し

終る迄の間豚搏の増加の発生が多いということになる。

3)胸 痛

胸痛については第Sl図 参照。すなわち前線通過前分野

においては正符号20個,負 符号7個 にしてこの分野にお

ける確率P需0・006と な り統計上有意義な結果を得た。

しか して前線通過時及び通過後の各分野においてはいず

れも確率P>0・05と な り有意義とはな らなかつた。な

お高気圧中心に対 して同様の方法により調査を行 うもい

ずれの分野も有意義な結果とはならなかつた(第租図)Q

す なわち,前 線通過前に胸痛 の多 発す るこ とを認め

た。時間的関係においては測定地点より4区 劃外労,す

なわち約800km,時 聞に して前線が測定地点通過前約

20時 間 より胸痛の多発することを認 めた。

4)頭 痛

頭痛においては第堰図参照。すなわち,前 線通過前分

野においては正符号18個,負 符号10個 に してこの分野に

おける確率P=0・04と な り有意義な結果 となつ た。・つ

ぎに前線通過時及び通過後分野を検討するにいずれの分・,

盛においてもP>0.05と な り有意義とはならなかつた。・

高鉦E中 心に対 して同様の方法により調査を行5も 有瀧

義な結果は認められなかつた(第 皿図)。

すなわち,前 線の通過前に頭痛の発生を多く見る結果

を得たび しか して時問的関係においては測定地点より3

区劃外方,す なわち,約600km,時 聞 にして前線が測定

地点通過前約15時 問より多発することを認めた。

5)食 慾 不 振 ・

食慾不振においては第X図 参照。すなわち前線通過前s

及び通過時の正叉は負の符号の出現 の確率は何れもP>

0.05と なる。通過後においては正符号8個,負 符号17個

で確率P嵩0・04と な り,負 符号 の出現は統計的 に有意

義なものとなつた。高鉦 中心に対 して同様の方塗にょ

り調i査せるも有意義な結果は得 られなかつた(第M図)。

すなわち,前 線通過陵直ちに食慾不振を訴 うる者が少

なくなる結果を得た。

6)盗 汗

盗汗においては第団図参照◎すなわち前線通過前分野

においては正符号19個,負 符号7個 でこの分野における

確率P=O・OOOと な り正符号の出現は統計的に有意義な'

結果となつた。さぢ1こ同 じ〈前線通過時及び通過後の各

分野においては確率P>0・05と なつた。しかして高気匪

中心に対する同様な調査の結果有意義な結果は得られな

かつた(第X皿 図)。

すなわち,盗 汗は前線通過前に多発する。 しかして時

問的には測定地点より4区 劃外方すなわち約800km外

方,時 間にして前線の測定地点通過前約20時 聞より発生

の多いことが分つた。

7)四 肢 倦 怠

四肢倦怠については第X】V図 参照◎すなわち,前 線通

過前分野においては正符号18個,負 符号7個 にしてこの

分野における確率P=o・001で 有意義となるが前線通過

時及び通過後の各分野においては正符号及び負符号の出

現は何れもP>0・05と な り有意義な結果とならなかつ

た。また高気圧申心に対して同様な方法により調査を行

うも有意義にはならなかつた(第XT図)。

すなわち,四 肢倦怠は前線通過前に多 く発 生 し時間

的にして前線が測定地点より4区 劃外方すなわち約800

km外 方,時 間にして通過前約20時 間より多 くなる結果

を得た。

8)風 邪感及び全身違和感

本症状については第X、1図 参照。すなわち各分野とも

に確率PはP>O・05と な へ すぺて偶然 という結果とな

つた。粧 状の場合には内容が種 々であるために他の諸

症状のごとぐ判然とした結果が 出な いものと考 えられ

る。高気圧中心に対してもなんら有意義な関係を認めな

かつた(第X理 図)。

9)肺 出血(喀血及び血痩)

肺出血については第細 図参照。 すなわち前線通過前

.-26-一 一
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及び通過後分野において正あるいは負の符号の出現する

確率はいずれもP>O・05と なつた。しかるに前線通過時

においては正符号16燗,負 符号6側 で確率P=0。04と な

り,統 計上有意義な結果となつた◎高気圧中心に対 して

同様の調査をなす も意義は認められなかつだ 第XIX図 〉

すなわち,蔚 線の通過時に肺出血を認めることが多い

結果を得た。

10)咳 鰍
　

咳嶽に関しては第XX図 夢照癖すなわち窃線磁過時及

び通過前分野を検討するに正あるいは負の符号の出現の

確率がいずれの分野においてもP>0・05と なつて統計的

に有意義な結果は得られなかつた"し かるに前線通過後

において磁正符号18偶 負符号5個 で確率P=0。04と な

りP<0・55と な り・正符号の出現は有意義 となつた。し

かして高気圧中心に対 して同様の方法による調査の結果

は何等認むべき関係は得られなかつたr第X)登 図ゐ

すなわち,前 線が測定地点を通過 し終ると暖徽の増加

を来す者が多 くなることを認めた鑛

11)喀 痩

落湊については第XX∬ 図参照。すなわち前線通過前及

び通過時においては正あるい は負の 符号 の出現 の確率

P>O・05と な 匂有意曽とはならなかつた,)し か して前線

通過後分野においては正符号21個,負 符号2個 にして確

率P=αOIP〈0.05で 有意義な結果となつた。高気圧車

心に対 してのi司様な方法によう調査は全て有意嚢 とはな

らなかつた○ビ第XX∬ 図)

すなわち喀養においても前線通過後に多発する結果と

なつた○

第.1図

鯛=・ ・56

第皿図 体温上昇と前線との関係
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第璽図 胸痛 と前線との関係 第理図
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考 按

私は上記の如 く385名 の男子の肺結核患者について3

ケ年にわたり結核の諸症状と前線との関係を増凶氏空間

舞法により調査 して見た◎室聞 難法による結核諸症状の

調査については発熱に関して私は昭和23年11月 東海結核

研究会に報告した後・小川の報告が見られる◎私は小川

が自覚症として一括して取 り扱つたものの内ざらに分析

して体温 ・脈搏 ・胸痛 ・頭痛 ・咳徽 ・盗汗 ・全身倦怠 ・

食慾不振 ・風邪感及びそのた肺崖血,喀 痩を各々別々に

坂 り上げて見た。

その結果,脈 搏 ・胸痛 ・頭痛 ・盗汗 ・全身倦怠は前線

の調査地点通過前約15乃 至20時 間 より増加するを認め

た◎すなわち,.これ等の症状については概ね小川の報告

とよく一致するものである◎ただしこれらの内前線通過

時においても前線との関係が有意義であつた ものは脈搏

の増加のみであつた◎このことは脈薄がはなはだ鋭敏に

外界に反応する現象であるこ とを示すもの と考え られ

る◎一方結核患者の体温上昇及び食慾不振は前線通過前

並びに通過時においては,有 意養にはならなかつたけれ

ども前線通過縫において体温上昇の減少,食 慾不振の減

憩少は明らかに有意義 となつた
◎小川は体温と喀痩回数に

ついては前線との問に著明な関係を認めていない。

以上の症候は中毒症候あるいは内臓反射症候に分類せ

らるべきもその症候としての展開は自律神経の関与する

ところはなはだ大なるものと考えられる。殊に体温と脈

搏との関係の密接なることは自明の理にして脈搏数のみ

が通過前並びに通過時までその増加を有意義ならしめて

いることは,他 方において体温王昇が通過後において減

少を来すことと相参照して了解できる事項であろ ㌔ 次

に肺出血は通過時に増加することは星野,T・Ke五ser等

の報告と一致する◎
懲

咳撤 ・喀湊は前線通過前及び通過時には有意義な結果

とならなかつたが通過後において多い結果 となつた◎肺

雌血及び喀湊は病巣自体から発する症状と考えられるべ

きもので,一方咳鰍は内臓反射症候として,そ の多 ぐは喀

痩によつて誘発せらるるものと考えられるべきである導

すなおち,前 記の症状出現状態を通覧するに前線通過

前に自律神経の違和が生 じ通過後これによる諸症候は減

少乃至消退 して一般に爽快となるとと墾に他方には前線

通過前の自律神経系の違和が臓器の病巣自体に増悪をも

たらして一定の時聞後に臓器の症状としての肺出血 ・咳

噺 ・喀疲を増加せしむることは了解できるであろうな

結 論

1)私 は増山氏室聞ltXkに よ り結核諸症候と前線との関

係を追求した。

2)胸 痛 ・頭痛 ・盗汗 ・全身倦怠は前線の通過前増悪を

きたすgし かしてそφ増悪は前線通過前約15時 間乃至

20時 間より始まる"

脈搏は前線通過前15時 聞より増加を示し,そ の増加n

は通過時に及ぶ¢

3)体 温上昇と食慾不振は前線通過後に減少ナる
。

4)肺 欝血は前線通過時,咳 鰍 ・喀褻は前線通過後増加

する難

5)感 冒感 ・全身違和感は前線との聞に有意義な闘係を

認めない。このことはこの症状の内容の複雑さのため

であろ ㌔

6)4)嘩 候は・2)の 症候の結果として現われるものと

しても考慮せられるであろう○
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